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ホテル運営状況のお知らせ（2017年10月度） 

 

いちごホテルリート投資法人（以下、「本投資法人」という。）の2017年10月度におけるホテルの

運営状況につき、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 本投資法人が保有する物件のホテル売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

(1) 20ホテル全体（グランパーク・イン横浜を除く） 

  
2017年10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A) - (B) 
増減率 

2017年8月～2017年10月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高 （百万円） 834.6 824.5 +10.1 +1.2% 2,491.9 +66.0 +2.7% 

RevPAR （円） 7,663 7,510 +152 +2.0% 7,723 +232 +3.1% 

客室稼働率（%） 90.3 89.8 +0.5 +0.6% 91.6 +2.0 +2.3% 

ADR （円） 8,487 8,364 +123 +1.5% 8,428 +66 +0.8% 

 

 (2) 変動賃料を導入している12ホテル 

  
2017年10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A) - (B) 
増減率 

2017年8月～2017年10月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高 （百万円） 565.9 562.8 +3.1 +0.5% 1,684.9 +56.7 +3.5% 

RevPAR （円） 8,739 8,629 +109 +1.3% 8,806 +327 +3.9% 

客室稼働率（%） 94.2 93.5 +0.7 +0.7% 95.2 +2.8 +3.1% 

ADR （円） 9,276 9,227 +49 +0.5% 9,249 +69 +0.7% 

 

 (3) 固定賃料を導入している8ホテル（グランパーク・イン横浜を除く） 

  
2017年10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A) - (B) 
増減率 

2017年8月～2017年10月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高 （百万円） 268.7 261.7 +7.0 +2.7% 807.0 +9.4 +1.2% 

RevPAR （円） 6,184 5,980 +204 +3.4% 6,235 +95 +1.5% 

客室稼働率（%） 84.9 84.7 +0.2 +0.2% 86.7 +0.9 +1.1% 

ADR （円） 7,283 7,060 +223 +3.2% 7,189 +33 +0.5% 

 

日本を世界一豊かに。

その未来へ心を尽くす一期一会の「いちご」
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2. 本投資法人が保有する変動賃料導入のホテル売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

ホテル/項目 
2017年10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A) - (B) 
増減率 

2017年8月～2017年10月 

期中通算 前年比 増減率 

スマイルホテル 

京都四条 

売上高 （百万円） 50.8 58.5 -7.7 -13.2% 124.4 -17.4 -12.3% 

RevPAR （円） 11,107 13,030 -1,923 -14.8% 9,130 -1,475 -13.9% 

客室稼働率（%） 100.0 100.1 -0.0 -0.0% 100.0 -0.1 -0.1% 

ADR （円） 11,102 13,018 -1,916 -14.7% 9,129 -1,467 -13.8% 

ホテルビスタ 

プレミオ京都 

売上高 （百万円） 41.0 40.4 +0.6 +1.6% 103.5 -0.2 -0.2% 

RevPAR （円） 14,535 14,297 +238 +1.7% 12,323 -58 -0.5% 

客室稼働率（%） 93.7 93.5 +0.2 +0.2% 91.3 -1.6 -1.8% 

ADR （円） 15,518 15,290 +229 +1.5% 13,495 +176 +1.3% 

ホテルウィング 

インターナショナル 

名古屋 

売上高 （百万円） 48.7 45.5 +3.2 +7.0% 145.0 +30.3 +26.5% 

RevPAR （円） 6,385 5,955 +430 +7.2% 6,385 +1,408 +28.3% 

客室稼働率（%） 92.0 91.5 +0.5 +0.5% 93.5 +10.6 +12.8% 

ADR （円） 6,941 6,505 +436 +6.7% 6,830 +825 +13.7% 

ネストホテル 

札幌駅前 

売上高 （百万円） 48.2 53.6 -5.4 -10.2% 175.8 -11.4 -6.1% 

RevPAR （円） 7,898 8,571 -673 -7.9% 10,230 -148 -1.4% 

客室稼働率（%） 96.4 97.7 -1.3 -1.3% 97.5 -0.7 -0.7% 

ADR （円） 8,197 8,777 -581 -6.6% 10,497 -79 -0.8% 

チサンイン 

大阪ほんまち 

売上高 （百万円） 29.4 32.0 -2.6 -8.1% 88.9 -6.9 -7.2% 

RevPAR （円） 7,291 7,934 -643 -8.1% 7,430 -575 -7.2% 

客室稼働率（%） 91.6 91.1 +0.5 +0.5% 92.6 +2.6 +2.8% 

ADR （円） 7,956 8,706 -749 -8.6% 8,023 -866 -9.7% 

ネストホテル 

札幌大通 

売上高 （百万円） 40.2 42.1 -2.0 -4.7% 150.5 -0.3 -0.2% 

RevPAR （円） 9,634 10,314 -680 -6.6% 12,371 -208 -1.7% 

客室稼働率（%） 96.5 97.9 -1.4 -1.4% 97.2 -0.5 -0.5% 

ADR （円） 9,980 10,537 -557 -5.3% 12,730 -151 -1.2% 

ヴァリエホテル 

天神 

売上高 （百万円） 24.2 22.1 +2.1 +9.5% 70.0 +5.6 +8.7% 

RevPAR （円） 9,367 8,529 +838 +9.8% 9,133 +742 +8.8% 

客室稼働率（%） 89.9 85.9 +3.9 +4.6% 91.5 +6.1 +7.1% 

ADR （円） 10,424 9,926 +498 +5.0% 9,981 +159 +1.6% 

ネストホテル 

大阪心斎橋 

売上高 （百万円） 89.3 92.8 -3.5 -3.8% 264.9 +5.1 +2.0% 

RevPAR （円） 8,855 9,090 -235 -2.6% 8,813 +269 +3.1% 

客室稼働率（%） 97.7 96.5 +1.2 +1.2% 98.0 +3.5 +3.7% 

ADR （円） 9,064 9,418 -354 -3.8% 8,991 -46 -0.5% 

スマイルホテル 

東京阿佐ヶ谷 

売上高 （百万円） 30.8 30.5 +0.3 +1.1% 90.0 +5.2 +6.1% 

RevPAR （円） 8,540 8,480 +61 +0.7% 8,447 +476 +6.0% 

客室稼働率（%） 91.2 98.4 -7.3 -7.4% 96.3 -2.4 -2.4% 

ADR （円） 9,369 8,614 +755 +8.8% 8,772 +694 +8.6% 

ネストホテル 

那覇 

売上高 （百万円） 80.6 80.4 +0.2 +0.2% 241.5 +5.3 +2.3% 

RevPAR （円） 9,330 9,023 +307 +3.4% 9,965 +186 +1.9% 

客室稼働率（%） 88.6 91.3 -2.6 -2.9% 92.0 -1.6 -1.7% 

ADR （円） 10,527 9,888 +639 +6.5% 10,834 +380 +3.6% 
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ホテル/項目 
2017年10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2017年8月～2017年10月 

期中通算 前年比 増減率 

スマイルホテル 

浅草 

売上高 （百万円） 21.8 22.1 -0.3 -1.2% 61.3 -1.0 -1.7% 

RevPAR （円） 7,041 7,118 -77 -1.1% 6,664 -145 -2.1% 

客室稼働率（%） 95.3 96.1 -0.8 -0.8% 95.0 +0.1 +0.2% 

ADR （円） 7,386 7,404 -18 -0.2% 7,015 -163 -2.3% 

ネストホテル 

松山 

売上高 （百万円） 60.9 42.8 +18.1 +42.3% 169.3 +42.3 +33.3% 

RevPAR （円） 8,212 5,253 +2,959 +56.3% 7,211 +2,057 +39.9% 

客室稼働率（%） 94.4 82.8 +11.6 +14.0% 93.9 +9.9 +11.8% 

ADR （円） 8,696 6,343 +2,353 +37.1% 7,682 +1,544 +25.1% 

 

3. 本投資法人が保有する固定賃料のホテル売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

ホテル/項目 
2017年10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2017年8月～2017年10月 

期中通算 前年比 増減率 

コンフォートホテル 

浜松 

売上高 （百万円） 29.9 32.9 -3.0 -9.1% 90.5 -10.0 -10.0% 

RevPAR （円） 4,921 5,416 -494 -9.1% 5,019 -556 -10.0% 

客室稼働率（%） 80.8 84.9 -4.1 -4.8% 81.7 -3.0 -3.5% 

ADR （円） 6,092 6,379 -287 -4.5% 6,146 -441 -6.7% 

コンフォートホテル 

中部国際空港 

売上高 （百万円） 96.1 87.0 +9.1 +10.4% 287.5 +21.4 +8.0% 

RevPAR （円） 8,036 7,207 +829 +11.5% 8,122 +658 +8.8% 

客室稼働率（%） 88.1 82.0 +6.1 +7.4% 89.4 +4.5 +5.3% 

ADR （円） 9,121 8,787 +334 +3.8% 9,088 +293 +3.3% 

コンフォートホテル 

岡山 

売上高 （百万円） 40.9 39.5 +1.4 +3.5% 120.5 +1.6 +1.4% 

RevPAR （円） 6,158 5,926 +232 +3.9% 6,082 +113 +1.9% 

客室稼働率（%） 89.9 89.2 +0.7 +0.7% 90.2 +2.1 +2.4% 

ADR （円） 6,852 6,643 +209 +3.1% 6,746 -35 -0.5% 

コンフォートホテル 

釧路 

売上高 （百万円） 19.3 18.2 +1.1 +6.2% 69.7 +5.3 +8.3% 

RevPAR （円） 4,941 4,347 +594 +13.7% 6,009 +789 +15.1% 

客室稼働率（%） 82.3 80.6 +1.7 +2.1% 87.6 +1.8 +2.1% 

ADR （円） 6,005 5,393 +611 +11.3% 6,855 +776 +12.8% 

コンフォートホテル 

鈴鹿 

売上高 （百万円） 19.9 18.9 +1.0 +5.2% 51.6 +0.2 +0.4% 

RevPAR （円） 6,025 5,681 +343 +6.0% 5,274 +66 +1.3% 

客室稼働率（%） 80.6 82.5 -1.9 -2.3% 80.6 +0.7 +0.9% 

ADR （円） 7,476 6,890 +586 +8.5% 6,541 +27 +0.4% 

アーバイン広島 

エグゼクティブ 

売上高 （百万円） 34.6    103.1   

RevPAR （円） 6,518    6,508   

客室稼働率（%） 90.2    92.7   

ADR （円） 7,224    7,024   

その他ホテル(ホテ

ルサーブ神戸アス

タ・ホテルリブマッ

クス日本橋箱崎) 

売上高 （百万円） 26.3 30.2 -3.9 -12.8% 84.1 -6.3 -7.0% 

RevPAR （円） 4,686 5,376 -690 -12.8% 4,579 -459 -9.1% 

客室稼働率（%） 76.9 84.8 -7.9 -9.3% 80.5 -2.4 -2.9% 

ADR （円） 6,094 6,341 -246 -3.9% 5,685 -389 -6.4% 
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※1 上述の数値は賃借人から取得した情報を原則としてそのまま記載していますが、一部は賃借人から取得した

情報に基づき、いちご投資顧問株式会社にて集計しています。各月の数値については監査等の手続きを経て

いるものではなく、個々の数値の正確性について保証できるものではありません。また、上述の各数値は、

今後提出する有価証券報告書等の資料に記載の数値と一致しない場合があります。 

※2 「売上高」とは、賃借人が旅行宿泊施設運営事業およびその付帯事業により得た収入のことをいい、単位未

満を四捨五入して記載しています。ホテルビスタプレミオ京都、チサンイン大阪ほんまちおよびスマイルホ

テル東京阿佐ヶ谷における店舗に係る賃料は含まれていません。 

※3 「RevPAR」とは、1日当たり販売可能客室数当たり宿泊売上高合計（Revenue Per Available Room）をいい、

一定期間の宿泊売上高合計（料飲売上、その他売上およびサービス料等を除きます。）を同期間の販売可能

客室数合計で除した値を記載しています。 

※4 「客室稼働率」は、以下の計算式により求められる数値を記載しています。 

客室稼働率 ＝ 対象期間中に稼働した延べ客室数 ÷（対象期間中の全客室数 × 対象期間の営業日数） 

なお、予定していた滞在期間の宿泊料を支払っているにもかかわらず滞在期限前にチェックアウトした客室

に別の当日客を宿泊させる場合や、時間利用の場合に、上述「対象期間中に稼働した延べ客室数」に加算す

ることがあり得るため、客室稼働率は100%を超える場合があります。 

※5 「ADR」とは、平均客室販売単価（Average Daily Rate）をいい、一定期間の宿泊売上高合計（料飲売上、そ

の他売上およびサービス料等を除きます。）を同期間の販売客室数（稼働した延べ客室数）合計で除した値

の単位未満を四捨五入して記載しています。 

※6  2017年8月に取得したアーバイン広島エグゼクティブの2017年7月以前の個別の運営実績は、賃借人から開

示についての同意が得られていないため、記載していません。 

※7 ホテルサーブ神戸アスタおよびホテルリブマックス日本橋箱崎の個別の運営実績は賃借人から開示について

の同意が得られていないため、「その他ホテル」として合算値で記載しています。 

※8 ホテルサーブ神戸アスタの賃貸借契約には変動賃料の規定が含まれていますが、これまで当該規定による変

動賃料が発生したことはなく、本投資法人の収益予想においても変動賃料収入は想定していないことから、

固定賃料ホテルに含めて記載しています。 

※9 当月末時点で本投資法人が保有するホテルは21物件ですが、2017年3月に取得したグランパーク・イン横浜

は開業が2016年12月22日であることから、前年同月のデータが存在せず、かつ賃借人から運営実績の開示が

得られていないため集計対象外としています。 
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4. 対前年同月比差異の主な要因 

本投資法人への収益貢献度がより高い変動賃料ホテルでは、売上高、RevPAR、客室稼働率、ADR

すべての指標において前年同月を上回りました。また、固定賃料ホテルにおいても、売上高、RevPAR、

客室稼働率、ADRすべての指標において前年同月を上回った結果、2017年10月度の運営状況は、ポ

ートフォリオ全体でもすべての指標が前年同月を上回りました。 

スマイルホテル東京阿佐ヶ谷では、2017年7月期に実施した客室リニューアル効果が、客室改装工

事に伴う一部客室の販売停止による稼働率低下の影響を上回り、売上高、RevPARおよびADRが増

加したほか、ネストホテル松山では、戦略的CAPEX（資本的支出）にてダブルベッドのツイン化に

よる収益の向上を図り、2017年9月から10月にかけて開催されたえひめ国体の需要を 大限に取り

込むことができた結果、売上高、RevPAR、客室稼働率およびADRが大幅に増加しました。 

また、スマイルホテル京都四条は、稼働率100％の高稼働を維持していますが、ADRが前年同月を

下回っております。戦略的CAPEXおよびホテルオペレーターのレベニューマネジメントの強化によ

り、収益の向上を図ってまいります。 

 

※ 2017年7月期から2018年7月期に実施を予定するスマイルホテル東京阿佐ヶ谷の戦略的CAPEX

の概要は、2017年10月25日付発表の「ホテル運営状況のお知らせ（2017年9月度）」をご参照

ください。 

 

5. 収益向上に向けた取り組み 

ネストホテル大阪心斎橋ではダブルルーム10室を対象に、ベッドをダブルサイズ（ベッド幅140cm）

からクイーンサイズ（ベッド幅160cm）に入れ替えました。（※）想定ROI 62.2% 

本ホテルの客室の約8割はダブルルームですが、2名利用の外国人レジャー客の増加に伴い、より

広いベッドに対するニーズが高まっていることから、一部のダブルルームは、クイーンサイズの高

級ベッドに入れ替え、快適性を向上させました。ベッドを入れ替えた客室は通常の客室より高単価

で販売することが可能となり、収益の向上が期待できます。 

今後も市場のニーズを捉え、ホテルオペレーターと密接な協議を行い、ホテルのさらなる収益向

上のための効果的な施策に取り組んでまいります。 

 

（※）「ROI」投資利回り（Return on Investment） 

 

以 上 


